
KS-485用ケーブル

パラボックス接続用RS-485ケーブル　　
KS-485→SS-PARABOX-255　（旧　2509PPF　　ケーブル加工№４）

RS485側でパラボックスを使用して分岐し、マルチドロップを構築します。

ツイストペアによる結線

1 1
SG（シグナルグランド） SG（シグナルグランド）

2 2
TRX+（データ入出力+） TRX+（データ入出力+）

3 3
TRX－(データ入出力－) TRX－(データ入出力－)

4 4
N.C. N.C.

5 5
N.C. N.C.

6 6
N.C. N.C.

9 20
FG(フレームグランド) N.C.

7 7
N.C. N.C.

8 8
N.C. N.C.

（注１）　Ｄｓｕｂ２５ピン側に「ＣＢＬ１１B」と刻印。

（注２）　シールド線はフードカバーに接続すること。

（注3）　ツイストペアによる結線は必ず行う。

《 使用部品 》

コネクタ ２５Ｐオス 17JE-23250-02(DDK) 相当品  　１個

９Ｐオス 17JE-2390-02 (DDK) 相当品  　１個

フードカバー ２５Ｐ 17JE-25H-1A (DDK) 相当品  　１個

９Ｐ 17JE-9H-1A (DDK) 相当品  　１個

ケーブル ＵＬ２４６４（ＡＷＧ２８）５対以上とのツイストペア線（シールド付）
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KS-485 SS-PARABOX-255

Dsub９ピン（オス） Dsub25ピン（オス）

ＣＢＬ11B


